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１．はじめに
厳島神社（広島県）の大鳥居の主柱，袖柱および貫について，木部の腐朽など劣化調査を実
施した（図１）。この報告では，大鳥居の過去の修理の履歴を踏まえ，今後の調査や保存修復
のための基礎的知見を得るため，本調査の結果を総括する。
大鳥居の構造形式は，四脚造，木造，丹塗，屋根桧皮葺で，基礎部は，土壌に杭打ちを行っ
た上にコンクリートで地業を施し，基礎石の上に柱を据えつけとなっている。主柱２本はクス
ノキの自然木で，袖柱４本も杉の自然木を使用している（但し脚部はクスノキの自然木で根継
されている）。主柱と袖柱は上下２ヵ所で差貫を差通してあり，楔締（雨覆付）で固定されて
いる。また笠木，島木とも箱形に造り，内部を砂利詰めとしてある。両者は反り付きで，上棟
部は，屋根通し板を打ち付け，桧皮葺とし，雨仕舞の工夫として軒付に水切り銅板を付け，棟
銅板包置渡しおよび螻羽破風付きとなってい
る。総体は丹塗であるが，木口は黄土塗で，
島木の木口には月日紋飾金具を付け，この月
日紋飾金具は漆箔押しで仕上られている。
規模は桁行として主柱真々（地盤面）間隔
が 10.939m，梁間として袖柱真々の間隔が 
9.394m， 棟 高 は 16.591m， 上 棟 長 さ は 
24.242m である。軒の出としては，主柱真よ
り軒付上角までの距離が 1.97m，軒面積とし
ては，茅負で規定される角の内側面積で 
98.794m2， 屋 根 面 積 と し て 平 葺 面 積 が 
111.153m2 となっている。現在の鳥居は，明
治８年に創建された８代目の鳥居とされるが
（履歴は後述），昭和25年５月30日法律第214
号で制定され重要文化財となっている。
２．大鳥居とその保存修復の履歴
大鳥居（現存の８代目）の創建明治８年（1875年）からの修理などの履歴を表１に示す。創
建から台風などによる損傷とその補修以外に，主柱や袖柱の下部および基礎部については，木
部の腐朽による劣化を補修するための大掛かりな修理が，明治42年（1909年），大正14年（1925
年），昭和25年（1950年）および昭和40年（1965年）に実施されている。いずれも柱基礎部の
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図１　厳島神社大鳥居と調査対象となった部材
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／補強や，木部腐朽部の除去と根継ぎなどの修理であるが，柱脚部の腐朽部を除去し，そこを
コンクリート基礎に据え替えたり，柱の根元を鉄筋コンクリートで根巻状に補強したり，表層
をモルタルで補強するなどの補修が行なわれてきたが，その効果が十分でない場合もあったよ
うである。この間，柱の表層部分については，傷んだ部分を除去し矧ぎ木で埋め，防水塗装で
仕上げるという小規模の修理が繰り返されてきたようである。
３．調査の目的と方法の概要
今回の調査では上述の大鳥居の保存修復の履歴を踏まえて，主柱や袖柱および差貫につい
て，その基部や接合部分を中心に，腐朽などの生物劣化の現状を把握することを目的とした。
またこの調査は，西主柱とその周囲部材を対象とする限定的なものであるが，その成果は今後
表１　大鳥居（８代目）の履歴 表 1 大鳥居（8 代目）の履歴 
 
元号 年 西暦年 月日 事象（●破損など） 内容（▲は柱および基礎に関する項目） 
明治 8 1875 7 月 17 日 上棟（棟札）  東主柱は一本ものだが、西主柱は根元に継木があり、継手は上の貫下から下の貫下に到る長さ約 11 尺 5 寸に
わたる金輪継とした。各控柱は杉材で、基礎は千本杭としている。 
 日向国児湯郡岡富村（宮崎県西都市）、讃岐国丸亀の木に島内亀居山の西麓の楠を根継材にし、袖柱の杉 4
本は島内御山（弥山）の求聞持堂下と奥院、屋根板と上棟の楠は宇品島（広島市南区）、大貫・笠木・島木は求
聞持堂下と奥院、額短柱は滝宮、腰貫は求聞持堂、網代梓道木・千本杭は多々良潟からと島内各所から用材を調
達（明治八年大鳥居重造記）。 
11 1878 4 月 28 日 大鳥居御額版下が落成(宮島町史）   
15 1882 6 月 26 日    ▲袖柱 4本の根継が許可(営繕記録)。 
 11月23日    ▲根継用の楠木の検査(営繕記録)。工事の実施は不明。 
17 1884 8 月 26 日 ●風で巻金（銅）が傾く(宮島町史）   
19 1886 9 月 24 日 ●大風で袖柱根継部分が破損(営繕記録)   
 11月18日 ●風波により大鳥居が破損(営繕記録)   
 12月14日    修繕が許可(営繕記録)。破損・修理箇所や方法の詳細は不明。 
24 1891 9 月 14 日 ●大風雨で屋根が破損(営繕記録)。   
25 1892  3 月    屋根の修繕が落成(営繕記録)。 
26 1893 5 月 19 日    袖柱ほかの修繕が許可(宮島町史）。工事の実施は不明。 
26 1893 9 月 3 日 ●強風により屋根が破損(宮島町史)。   
26 1893 10月12日    屋根の修繕が許可(営繕記録)。 
26 1893 10月14日 ●暴風雨により破損(営繕記録)   
28 1895 1 月 31 日    修繕が許可。西主柱に巻金を行う（宮島町史）。 
29 1896 10月29日    修繕が許可。（屋根か？）（宮島町史） 
30 1897 12月20日    修繕が許可、南側袖柱の根継（宮島町史）。 
32 1899 4 月 5 日 特別保護建造物に認定   
 7 月 6 日    修繕許可。 
 7 月 8 日 ●大潮で西側袖柱の根継が離脱   
 7 月 10 日     ▲西側袖柱 2本の修理完了（営繕記録）。 
37 1909 8 月 27 日 ●落雷で西側主柱が火災(宮島町史）  破損状況と修理内容は不明。 
41 1908  1 月    特別保護建造物修繕第四区工事で修理が行われることになる。 
42 1909 11月17日    大鳥居の修繕起工し、屋根の葺替と塗装が行われる。この塗装で丹塗となる。▲基部は木材の外周下端の腐朽
部分を掻き取り、その補いとしてコンクリート基礎を打ち上げたものらしい（昭和 25 年報告書）。恐らくこの
時に底部腐朽部を切り取り、基礎コンクリートを打ったと考えられる（現状で基礎が高いことの根拠）。 
44 1911 2 月 9 日    屋根の葺替と塗装工事が竣工（宮島町史）。 
大正 14 1925 8 月 27 日   各柱脚部に、鉄筋コンクリートで根巻補強（営繕記録）。●結果として、コンクリートが変形、接している
木部が腐朽。 
昭和 4 1929 3 月 28 日 国宝保存法の公布により、国宝に認定   
6 1931 8 月 10 日   ▲大鳥居柱根コンクリート巻補修（営繕記録）。 
9 1934 7 月 13 日 
7 月 16 日  
 ▲大鳥居柱根コンクリート修理（営繕記録）。 
大鳥居袖柱（内側東・西）屋根修理。 
12 1937 5 月 12 日   ▲大鳥居柱根コンクリート補修（営繕記録）。 
25 1950 5 月 30 日 文化財保護法の公布により、重要文化財に
認定   
25 1950 10月14日    大鳥居修理工事が起工し、根継（6 本）・屋根葺替・塗装工事が行われる（報告書）。▲西主柱（佐賀県佐賀
郡鍋島村池ノ上、高岸邸より）は根元に継木。継手は上の貫下から下の貫下に到る長さ約 11 尺 5 寸にわたる金
輪継、東主柱（福岡県久留米市）は一本ものとした。▲各控柱は根継方式で上部を杉材、下部を楠材とし、継手
は梁行方向に目違立て、これに直角方向に表面だけ目違立てとし、基礎は千本杭とした。 
35  ●柱脚部に海草が繁茂  トーチランプで焼却。 
26 1951 5 月 26 日    大鳥居修理工事が竣工。 
38 1963 12月26日 棟札 2枚が重要文化財に認定   
40    ▲柱脚部をモルタル・樹脂で補強。屋根工事として軒付飛散防止。 
 塗装工事として全体丹塗塗替、額漆塗、金具箔押し。丹は嵩高長吉丹の粉末の微細な選良材とし、アクリル樹
脂も良質のものとした。塗装する面全体を水洗いして脆弱化した部分を洗い落とし、全体に繕塗を行い、次にア
クリル樹脂の溶液で止塗を行なった。仕上塗はアクリル樹脂溶液に丹顔料を適度に混入し、充分練り合わせた材
料で斑なく塗り上げ、剥落止めとしてアクリル樹脂溶液で斑なく塗り上げた。 
 ▲虫害駆除および補修として、虫害部を削り取り、モルタル補強用の釘打鉄線張りを行いモルタル吹き付け、
虫害欠損部にモルタルを充填し、キャスター防水剤吹き付け。設計書仕様では、フナクイムシの食害部分を取り
除き、キシラモンを吹き付け、乾燥後コンプレッサーでその面及び虫穴深部にモルタルが入る様に吹き付け、欠
き取った木部の厚さにモルタルをつけ、モルタルは板枠を拵えて打ち込み、又は塗付け、木部との緊結は真鍮釘
を打ち込み、この釘に鉄線をからみつかせモルタルの中に埋め込み、モルタル表面は自然木形に仕拵え、その上
にキャスター防水塗料を厚さ 2㎜程度に塗り付け、としている。 
47 1972    屋根工事として軒付、平葺の破損部補修。塗装工事として全面に丹塗塗装。虫害補修工事として樹脂修理、防
腐剤塗布、一部埋木補修。 
56 1981    調査。 
58 1983    屋根補修、袖柱屋根全葺替、塗替。 
3 1991    脚部腐朽調査、樹脂加工テスト。 
5 
 
 
 
1993  
 
 
 
  樹脂で補修。素地調整、超高圧淡水噴出機にてフジツボや脆弱部を除去、淡水洗浄しジェットヒーターで水分
除去。平成元年から現地調査、3年にテスト施工、途中台風 19 号のため中断、4年から軌道にのり、補助事業が
完了後の 5年 8月から工事着手し 12 月 10 日に工事が完了している。プライマー塗布の後、木地とパテの付着を
良くするためにエピコーターSP ボンド TW-2000 を刷毛、噴霧器で斑無く塗布。 
平成 6 1994  2 月   工程は、パテ付け（ﾎﾟﾘｷｬｽﾀﾊﾟﾃ（朱色）をゴムヘラで塗り付け）、繊維補強（ガラスクロスをパテと浮きがな
いよう貼り付け）、パテ付け（ガラスクロスの上にさらにﾎﾟﾘｷｬｽﾀﾊﾟﾃ（朱色）を厚 10 ㎜以上になるように塗付
け）、硬化養生（ＰE シートを貼り付けて一晩以上放置）、プライマー塗布（添木を取り付け、刷毛および噴霧
器で塗布）、添木止め（在来の大きさ形状の添木を仮止め、再度パテ塗して硬化する直前に釘止め）、仕上パテ
（添木隙間にパテを充填し、ガラスクロスを併用しながら塗厚 10 ㎜以内に塗り整形）、硬化養生（ＰEシート
を貼り付け）とした。各工程毎に中高圧淡水洗浄と乾燥を行なった。●施工後十数日で色調が白色化したため、
丹塗を行った。 
7 1995    割れ止め工事。 
 部分補修。 
15 2003    塗装。 
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の保存修復の計画立案とそのための調査手法を検討するための基礎的資料となりうる。
劣化調査として一次診断として，調査範囲の現況を視診，触診および打診によって把握した。
一部柱の表層の矧ぎ木を取り外し，内部の柱本体の表面を診断した。また木材腐朽菌の生育環
境を評価するため，木部の含水率測定も行った。二次診断として，穿孔抵抗による柱内部の強
度や欠損の評価を実施した。さらに三次診断として，劣化症状を示している部位から少量のサ
ンプルを採取し，菌類の同定を実施した。
４．調査と結果の概要
４−１．一次診断と含水率測定の結果
主柱はクスノキの自然木をそのまま利用しており，今回調査した西主柱の下側差貫下
303mm 付近での直径は差貫方向 1911mm，島木方向 1662mm である（図２）。今回は西主柱
の根継ぎの高さから下側差貫までの範囲を調査した。この部分の柱外周は矧ぎ木による修理の
部分が多く，今回の調査では一部の矧ぎ木を取り外して実施した（図３〜７）。矧ぎ木と主柱
との間には数 cm 程度の隙間があり，主柱の表層は概ね褐色に変色しており，表層は湿って軟
化していた。しかし，軟化部分は概ね表層に留まっているようであった（図４，５）。矧ぎ木
下の主柱の表面の含水率は数十％以上におよび非常に高いが，矧ぎ木表面の含水率は 20％前
後であった。ただし根継ぎ部に近い部位では，矧ぎ木表面の含水率も数十％に及ぶ場合があっ
た（表２）。矧ぎ木と主柱の間隙には，上部の矧ぎ木や割れなどからの雨水が浸潤および滞留
しているものと考えられ，これが主柱表層の劣化の一因となっていると推察された。さらに根
継ぎ部分は徳利型の主柱の最も太い部分に相当し，この部分での矧ぎ木の内部には上部からの
水分が集まりやすくなっているものと考えられる。また矧ぎ木の表面には所々褐色化した水し
みがみられ（図５, ６），その付近は含水率が高くなる傾向がみられた。これは矧ぎ木の内部に
滞留した水分が外部に滲み出して発生したものと思われる。また矧ぎ木をはずしたところ，内
部に主柱を巻くように接地された帯鉄が現れ，また垂直方向の接合面が確認できた（図４）。
これらのことから主柱の根継ぎ部の構造の一部を理解することができた。さらに帯鉄の上部で
主柱表面が褐色化している領域が認められたが，その様相は焦げたような状態であった。
図２　西主柱断面（左）と南西袖柱断面（中）と貫断面（右）
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図３　西主柱根継ぎ部付近の外観と測定位置－１
図４　西主柱根継ぎ部付近の外観と測定位置－２
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図５　西主柱根継ぎ部付近の外観と測定位置－３
図６　西主柱根継ぎ部付近の外観と測定位置－４
図７　西主柱根継ぎ部付近の外観と測定位置－５
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南西袖柱の直径は，根継ぎ部分において差貫方向 1094mm，島木方向 1108mm で，この部
分にも多くの矧ぎ木による修理部分が見られ，矧ぎ木と袖柱表面との間には間隙が認められた
（図８〜 11）。また取り外した矧ぎ木の下から，根継ぎ部のホゾと袖柱下端の切り欠きとそれ
らの間の間隙の状態が確認できた。矧ぎ木内部の袖柱の表層の状態は，主柱と同様，表層が湿っ
て，軟化および変色していたが，軟化部位は表層に留まるようであった。
差貫は，笠木の下部分のせいが733mm で，幅が303mm であるが，上下２枚合わせとなって
いる（図12）。この部分の表面には際立った変色や水しみなどの症状は認められない。しかし，
合わせ材の間隙や，差貫と主柱の接合部分の内部は劣化が起きやすいと思われる。
表 2 根継ぎ部上端から測定した各測定位置の高さと含水率 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
含水率は高周波式含水率計を使用。木材の比重を 0.5 として計測 
 
測定
位置
根継上端
からの距
離(cm)
含水率
(%）
測定
位置
根継上端
からの距
離(cm)
含水率
(%）
1 14 31 53 27.0
2 32 50 34.5
3 34 12.0 33 47 21.5
4 32 19.0 34 50 22.0
5 95 15.5 35 50 18.0
6 36 52 29.0
7 24 37 49 54.5
8 64 38 58 14.5
9 60 39 58 10.0
10 80 80.0 40 58
11 60 16.0 41 54 17.0
12 15 42 64 102.5
13 11 45.5 43 62
14 8 24.5 44 30 85.5
15 4 36.0 45 48 87.0
16 9 55.5 46 65 20.5
17 8 37.0 47 50 82.0
18 4 36.0 48 42 27.0
19 8 40.5 49 53
20 7 61.5 50 48 21.0
21 6 61.5 51 36 37.5
22 7 56.0 52 28 37.5
23 10 46.0 53 98
24 12 21.0 54 97 9.5
25 6 55 98 11.5
26 15 36.0 56 97 10.0
27 27 57 102 10.5
28 60 18.0 58 103
29 55 16.5 59 100
30 49 20.5 60 97
含水率は高周波式含水率計を使用。木材の比重を0.5として計測
表２　根継ぎ部上端から測定した各測定位置の高さと含水率
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図８　南西主柱根継ぎ部付近の外観と測定位置－１
図９　南西主柱根継ぎ部付近の外観と測定位置－２
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図10　南西主柱根継ぎ部付近の外観と測定位置－３
図11　南西主柱根継ぎ部付近の外観と測定位置－４
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４−２．穿孔抵抗測定
主柱，袖柱および貫きについて，腐朽症状のみられた部位を中心に，細いドリルを用いた穿
孔抵抗測定を行い，内部の中実の程度を評価した。測定位置を図３〜 13中の番号として示す。
穿孔抵抗測定の装置は先端径３mm のネズミ歯錐を回転させながら一定の送り速度で前進さ
せ，これによって木材を穿孔した時の穿孔抵抗（トルク）を測定する装置である。部材の密度
や強度変化および空洞の存在によって変動するトルクを穿孔深さ 300mm まで測定できる。穿
孔抵抗の測定結果を示すチャートにおいて，穿孔抵抗値の低い領域（深さ）は腐朽によって強
度低下がみられたり，空洞化している領域として認識される（図14）。各測定点において，穿
孔抵抗値から材内部の状態を評価し，それを総括した結果を図15〜17に示す。これらの図では，
材の内部が空洞化している領域を白抜きで示している。穿孔抵抗の値は，実物の観察結果と照
合し，チャート上でホゾ部などの内部の空隙によって穿孔抵抗が発生していない領域を識別
図12　貫の外観と測定位置－１
図13　貫の外観と測定位置－２
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し，図15〜17はこの領域を斜線で示している。またデータが得られていない部分は黒で示した。
さらに内部に空洞がなく，中実な領域は灰色で示している。
図15に見られるように主柱の穿孔抵抗の結果については，表層部分に 10 〜 15mm 程度の軟
化あるいは脆弱化した部分があり穿孔抵抗の値は小さくなっているが，それより奥の部分につ
いては，内部の接合面付近の間隙を通過した際の穿孔抵抗の低下を除けば，劣化によって空洞
化した部分が内在することを示唆するような結果はほとんどなかった。なお図17は剥ぎ木のな
い位置やはずした位置では柱本体での測定結果を示し，剥ぎ木の位置では，剥ぎ木の表面から
の測定結果を示す。例外的に表層部分から50程度まで穿孔抵抗が低かった測定点26や奥部で穿
孔抵抗の低かった測定点10，22および43については，より詳細な調査が必要である。もっとも
空洞化していない部位でも木部実質の強度が健全材より低下している可能性があり，これにつ
いては，今後校正実験などを行って，穿孔抵抗と材の強度値との関係を把握した上で，柱の健
全度を評価する必要がある。また今回測定された穿孔抵抗の値は，総じて実質部分の穿孔抵抗
図14　穿孔抵抗の計測結果の例
図15　穿孔抵抗値から評価した西主柱の内部状態の分布
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値が通常の健全材のそれより低いように思われるので，この点からも実質部分の強度について
は今後慎重な検討と評価が求められる。
この校正実験の結果を待たないと確定的なことはいえないが，今回の穿孔抵抗測定から，全
てのポイントで表層から10 〜 15mm 程度は劣化あるいは軟化しているといえるが，それより
奥の部分は概ね中実であると思われる。ただしその部分の強度については今後さらなる検討が
必要である。
また矧ぎ木の裏やホゾの隙間は当初より木材の劣化によって大きくなっている可能性があ
る。これについては今後，空隙部と実質部の抵抗の変化を少し詳しく分析し，再評価する必要
があり，当初あるいは過去の修理後の状態よりも材が劣化し，隙間が大きくなってしまったか
どうかを検討する必要がある。また現状の部材の収まり具合と，その部分の部材強度の評価が
必要と思われる。
南西袖柱についても西主柱と同様の傾向がみられた（図16）。その一方で，貫およびその周
辺については，内部の劣化および空洞化を示唆する結果がえられた（図17）。同図は，貫が主
柱に貫通している部位や，積層された貫材の境界の領域で，内部に空洞が存在することを示し
ている。これらの領域では部材間に浸潤した水分によって内部に腐朽が発生し，強度低下や空
洞が発生していることが示唆される。
４−３．菌類等の調査
４－３－１．サンプリング
サンプリングに先立ち，満潮水位以下の高さにおいて，表層の彩色板（矧ぎ木）を一部取り
外し観察を行った。西主柱の西面の観察結果から，主柱のクスノキ材は部分的に表層から約
20mm の深さまで柔らかなスポンジ状になっていた。しかしこれらの部位の奥部は概ね健全と
判定された。柔らかくなっていた表層部分を少量採取した（図５，表３）。
南西袖柱については，満潮水位以下の部位で，彩色版を取り外した部位では，部分的に後補
のスギ材が使用されていた。このスギ材も部分的に表層部で柔らかくなっており，また一部，
図16　穿孔抵抗値から評価した南西袖柱の内部状態の分布
図17　貫の外観と測定位置－２
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材の木口が表出している部位では，キクイムシの食痕と思われる症状も見られた。しかし多く
の場合は材はごく表層を除いて健全と推定された。また神殿側の表面では，銅板が挿入されて
いた付近のスギ材の板が焦げたように黒くなっている部位があった。柔らかくなっている部位
と，焦げたような黒い部位を中心に少量のサンプリングを実施した（図10左，図12左，表３）。
一方，南西袖柱，西面の満潮時水位より高い位置で，上部から流れた落ちた雨水が浸潤およ
び滞留しそうな部位について，木材腐朽菌類によると思われる劣化が認められ，著しい強度低
下も認められた（図14，表３）。これらの部位からも検体を採取した。
４－３－２．菌類の検出および同定の結果
前述の手続きによって採取した10試料を観察，同定した結果を表３に示す。試料の顕微鏡に
よる直接観察では，菌糸を染色して観察する方法３，４）も試みたが，南西袖柱の木材腐朽箇所
を除いて試料中に顕著に菌類の菌糸が伸張しているような様子は観察されなかった。また南西
袖柱の社殿側の焦げたような黒い部位からの試料については，とくに菌類特有の構造は認めら
れず，この黒い部分は過去に何らかの原因で木材が焦げた痕であることが推測された。
次に試料に表面殺菌を施し，試料内部の菌類を分離したところ， 主に担子菌類（いわゆる木
材腐朽菌類）と子嚢菌類が分離された。子嚢菌類では，Trichoderma spp. が主に分離され，
これは木材の軟腐朽（Soft rot）を起こすことが知られている。担子菌類については，子実体
をつくらせて同定するのが困難であったため，今回は遺伝子解析により帰属する分類群を決定
した（表３）。その結果，５種類の主要な担子菌類が分離同定された。分離された担子菌類は，
Ceriporia lacerate （Polyporales 目）， Flavodon favus （Polyporales 目），Fuscoporia sp.（サ
ビアナタケ属 , Hymenochaetales 目），Trametes hirsuta（アラゲカワラタケ , Polyporales 目），
そして未同定の polyporalean species であった。一般に海水の影響を受ける環境（例えば，マ
ングローブ域，干潟など）や海水中には多くの菌類が生息していることがよく知られてい
る５〜７）。これらの担子菌類と軟腐朽を起こす Trichoderma spp. が，どの程度，木材表層部の
軟化に寄与しているかについては，現段階では明らかではない。今回の調査で分離された菌類
が塩分に暴露した状態で生育できるかどうかについては個々の分離株について，生理性状試験
等を行う必要があると考える。
海水に浸る部分の材については，少なくとも，表層部を除いて，材に菌類による劣化認めら
れないと思われるが，海水の影響がなく，雨水が浸潤および滞留する部位については明らかに
腐朽と強度低下が進んでいた。したがって，むしろ海水に浸る部分よりは，雨水の影響のほう
が菌類による腐朽にとっては問題になっている可能性がある。
５．おわりに
今回の調査で，大鳥居の柱材について，矧ぎ木下の主材部分の内部状態をある程度把握する
ことができた。しかし今回の穿孔抵抗測定装置による内部状態の評価や実質部分の強度評価は
表層から 300mm の範囲に留まり，その奥部の状態については不明であることや中実部分の絶
対的な強度評価のためには校正実験が必要であることを鑑みると，柱材の健全度評価のために
は，今後さらに慎重な検討と調査を重ねる必要があると思われる。その際，主柱の根継ぎ部分
のホゾ組部に見られる隙間について，そこでの劣化とそれに及ぼす構造強度についても検討が
求められる。
一方，今回の調査によって貫材が主柱に貫通している内部に強度低下部位や空洞化している
部位が存在することが示唆された。また重ねた形式になっている貫材の隙間とそこからの水分
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浸潤に由来すると推定される貫材内部での劣化も示唆された。これらについても今後さらに慎
重に検討を重ね，内部状態を明らかにする必要がある。
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A survey of bio-degradation in the Torii-gate of Itsukushima Jinja was conducted. The 
present condition of the gate at the foot of its east main post, southwest sub-post and the 
connection beam between them was investigated mainly. Visual inspection, measuring of 
moisture content and drill resistance using Resistgraph as well as identification of fungi were 
executed. The surface layer of the posts has shown physical and biological degradation, but the 
results of drill resistance up to a depth of 300 mm has shown that there is no serious inner cavity 
associated to decay. On the other hand, it was found that an area of inner decay exists in the 
contact zone between the main post and the connection beam.
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